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この資料は

• SPOD2025プログラム説明資料において、パート3.iで説明した、

列の置き換え処理（選択肢→1～4の数値化＆列名変更）

を、残りの14列に適用する作業を、

• 14回同じ作業を繰り返すのではなく、

• パート3.iiで紹介した詳細エディタの機能を使うのでもなく、

効率よく処理する方法を紹介します。
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① まず、T質問シートの表を追加でテーブル化します。
（このテーブルは、⑤で列名の変更に使います。）

② 3種類の設問すべての選択肢に関する、質問文と数値の対応表を作成し、

③ 回答クエリを参照する形で、集計用の「回答まとめ」クエリを作成し、

④ 15列のアンケートの回答を、ロング形式に変換し、
（ SPODプログラムの説明資料ステップ6で説明した操作です）

⑤ ①のテーブルを用いて、質問文を質問番号に置き換え、

⑥ ②の対応表で、選択肢の文を数値に置き換え、

⑦ ロング形式を、ワイド形式に戻して、作業完了です。

[説明] この資料で説明する処理手順の概要
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元ファイル03.xlsxから処理を進める手順を次スライドから説明します。



[操作] T質問テーブルの追加（１）

• 元ファイルにあるT質問シートの表をテーブルに変換し、
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[操作] T質問テーブルの追加（２）

• テーブル名をT質問に変更
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[操作] T質問テーブルの追加（３）

• データタブのテーブルまたは範囲からボタンで、
Power Query エディターにクエリとして登録
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[操作] T質問テーブルの追加（４）
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作成したT質問クエリは、接続専用にします。



[操作] 選択肢の文と数値の対応表作成（１）

• 取組、能力、満足の３つの表を合併した対応表を作成していきます。

• Power Query エディタを起動し、取組、能力、満足の3クエリの列名を、
数値、選択肢
に変更します。
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列の見出しを
右クリック



[操作] 選択肢の文と数値の対応表作成（２）

「取組」クエリを選択した状態で、ホームタブの「クエリの追加」ボタン
右の▼から「クエリを新規クエリとして追加」を選び…

9



[操作] 選択肢の文と数値の対応表作成（３）

「3つ以上のテーブル」を選択し、
追加するテーブルに「取組」「能力」「満足」の3つのクエリを設定してOK
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[操作] 選択肢の文と数値の対応表作成（４）

３つのクエリを合併した新しいクエリが作成されるので、名前を分かりや
すいもの（ここでは「選択肢・数値対応表」としています）に変更します。
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3種類の質問すべてに対応できる
対応表が完成しました。



[操作] 選択肢の文と数値の対応表作成（５）

作成した「選択肢・数値対応表」クエリは、接続専用としておきます。
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[操作] 集計用クエリの作成（１）

回答クエリに読み込んだ表データを加工していきますが、加工前のデータ
を残すために別のクエリを作成します。
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①Power Queryエディター回答クエリを右クリックて
「参照」を選択

②回答(2)というクエリが追加される



[操作] 集計用クエリの作成（２）
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④一覧のクエリ名が変更される

③クエリの設定ペインで名前を変更（「回答まとめ」とする）

クエリの設定ペインを消してしまった
時は表示タブから再表示できます。



[操作] 回答のロング化（１）

• 回答まとめシートの、学籍番号以外の列を選択し、変換タブから「列のピ
ボット解除」を選びます。
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先頭の列の見出しを選択した後で、末尾の列の列の見出しを
Shiftキーを押しながら選択すると、列をまとめて選択できます。



[操作] 回答のロング化（２）

• このように、15列の回答が「属性」と「値」のペアで構成されるロング型
に変換されました。
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[操作] 質問文を質問番号に置き換え（１）

• ロング形式では「属性」列となった質問文を、T質問クエリの対応表を
使って、質問番号に置き換えていきます。

• 「回答まとめ」クエリを選択した状態で、ホームタブの「クエリのマー
ジ」を押し、
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[操作] 質問文を質問番号に置き換え（２）

• 「回答まとめ」クエリの属性列
と「T質問」クエリの質問文列
を結合するよう設定しOK
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結合の種類は標準の「左外部」



[操作] 質問文を質問番号に置き換え（３）
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結合したT質問
クエリを図のように
展開して
質問番号列を作成

質問文を質問番号に置き換え完了！



[操作] 選択肢の文を数値に置き換え（１）

• さらに、ロング形式では「値」列となった選択肢の文を、選択肢・数値対
応表クエリを使って、数値に置き換えていきます。

「回答まとめクエリ」を選択した状態で、ホームタブの「クエリのマー
ジ」を押し、
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[操作] 選択肢の文を数値に置き換え（２）

• 「回答まとめ」クエリの値列と
「選択肢・数値対応表」クエリ
の選択肢列を結合するよう
設定しOK
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結合の種類は標準の「左外部」



[操作] 選択肢の文を数値に置き換え（３）

結合した

選択肢・数値対応表

クエリを図のように

展開して

数値列を作成

22



[操作] ロング形式をワイド形式に戻す（１）

• 質問文と選択肢を置き換えた後は、ロング形式をワイド形式に戻します。

• 戻す前に、回答まとめクエリで不要となった属性、値の２列を削除します。
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列名の上で右クリックして、属性、値の２列を削除



[操作] ロング形式をワイド形式に戻す（２）
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属性列を選択した状態で、変換タブの「列のピボット」ボタンを押し、
ワイド形式への変換を始めます。



[操作] ロング形式をワイド形式に戻す（３）

「値列」に「数値」の列を選択し、詳細設定オプションで値の集計関数を
「集計しない」とすることで、ワイド形式への変換を完了します。
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[操作] ロング形式をワイド形式に戻す（４）
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ピボットしてワイド形式に戻した後は、ホームタブの閉じて読み込む
ボタンから、回答まとめクエリをExcelのシートに読み込ませます。



[操作] ロング形式をワイド形式に戻す（５）
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Excelシートに読み込まれたところ。（選択肢置き換え完了.xlsx ）

すべての列の置き換えが完了しました！



この資料の説明は以上となります。
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Thank you for reading!
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